
一
〇

専
攻
学
科
目　

生
化
学
・
細
胞
生
物
学

生　

年　

月　

昭
和
二
三
年　

八
月

略　
　
　

歴　

昭
和
四
六
年　

三
月 

九
州
大
学
農
学
部
農
芸
化
学
科
卒
業

同　

五
一
年　

三
月 

九
州
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了

同　

五
一
年　

七
月 
農
学
博
士
（
九
州
大
学
）

同　

五
一
年　

七
月 
米
国
コ
ー
ネ
ル
大
学
博
士
研
究
員

同　

五
四
年　

七
月 
米
国
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
大
学
上
級
研
究
員
・
助
教
授

同　

六
〇
年　

七
月 

明
治
乳
業
（
株
）
ヘ
ル
ス
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
所
主
任
研
究
員
・
研
究
室
長

平
成　

六
年　

四
月 

九
州
大
学
理
学
部
教
授

同　

一
一
年　

四
月 

九
州
大
学
大
学
院
理
学
研
究
院
教
授

同　

二
二
年
一
〇
月 

九
州
大
学
稲
盛
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
長

同　

二
六
年
一
〇
月 

九
州
大
学
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
（W

PI

プ
ロ
グ
ラ
ム
）
支
援
部
門
長

同　

二
六
年
一
〇
月 

九
州
大
学
特
任
教
授

同　

二
六
年
一
〇
月 

九
州
大
学
名
誉
教
授

同　

二
七
年　

四
月 

九
州
大
学
生
体
防
御
医
学
研
究
所
特
任
教
授

同　

三
一
年　

四
月 

九
州
大
学

－

レ
オ
ロ
ジ
ー
機
能
食
品
研
究
所
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
代
表
（
現
在
に
至
る
）

令
和　

三
年　

九
月 

兵
庫
県
立
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
特
任
教
授
（
現
在
に
至
る
）

日
本
学
士
院
賞　

受
賞
者　
　

藤ふ
じ　

木き　

幸ゆ
き　

夫お



一
二

農
学
博
士
藤
木
幸
夫
氏
の
「
ペ
ル
オ
キ
シ
ソ
ー

ム
の
創
生
機
構
と
欠
損
症
研
究
に
よ
る
オ
ル
ガ

ネ
ラ
病
概
念
の
確
立
」
に
対
す
る
授
賞
審
査 

要
旨

藤
木
幸
夫
氏
は
、
昭
和
五
一
年
（
一
九
七
六
年
）
に
学
位
を
取
得
後
、
米
国

コ
ー
ネ
ル
大
学
医
学
部
に
博
士
研
究
員
と
し
て
留
学
、
ペ
プ
チ
ド
ホ
ル
モ
ン
の

一
つ
性
腺
濾
胞
刺
激
ホ
ル
モ
ンFSH

の
構
造
と
機
能
に
関
す
る
研
究
に
従
事

し
た
。
つ
い
で
、
オ
ル
ガ
ネ
ラ
の
形
成
機
構
の
解
明
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
五

四
年
（
一
九
七
九
年
）
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
大
学
の
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞

受
賞
者C

. de D
uve

教
授
研
究
室
に
移
籍
し
、
脂
質
代
謝
等
に
必
須
な
細
胞
小

器
官
ペ
ル
オ
キ
シ
ソ
ー
ム
の
研
究
に
取
り
組
ん
だ
。
昭
和
六
〇
年
（
一
九
八
五

年
）
ま
で
に
細
胞
膜
や
オ
ル
ガ
ネ
ラ
膜
単
離
法
（
炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
法
）
の
確

立
、
ペ
ル
オ
キ
シ
ソ
ー
ム
の
生
合
成
機
構
（
ペ
ル
オ
キ
シ
ソ
ー
ム
の
構
成
タ
ン

パ
ク
質
の
遊
離
型
ポ
リ
ソ
ー
ム
上
で
の
生
合
成
と
翻
訳
後
輸
送
機
構
の
発
見
、

つ
い
で
形
成
機
構
モ
デ
ル
の
提
唱
）
な
ど
優
れ
た
研
究
成
果
を
発
表
し
、
自
身

の
研
究
の
方
向
性
を
確
固
た
る
も
の
に
し
た
。

藤
木
氏
の
最
大
の
貢
献
は
、
ペ
ル
オ
キ
シ
ソ
ー
ム
形
成
に
必
須
な
多
く
の
因

子
（
ペ
ル
オ
キ
シ
ン
）
を
発
見
し
、
致
死
性
か
つ
原
因
不
明
の
先
天
性
代
謝
異

常
症
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
ペ
ル
オ
キ
シ
ソ
ー
ム
欠
損
症
の
原
因
遺
伝
子
を
網

羅
的
に
解
明
し
た
こ
と
で
あ
る
。
同
氏
は
独
自
の
解
析
系
を
確
立
し
、
哺
乳
動

物
細
胞
系
へ
遺
伝
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
適
用
す
る
と
い
う
卓
越
し
た
研
究
成
果

を
発
信
し
、
こ
の
分
野
を
牽
引
し
て
き
て
い
る
。
同
氏
は
、
帰
国
後
の
明
治
乳

業
ヘ
ル
ス
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
所
﹇
昭
和
六
〇
年
（
一
九
八
五
年
）
〜
平
成
六
年

（
一
九
九
四
年
）﹈
か
ら
九
州
大
学
（
平
成
六
年
（
一
九
九
四
年
）
〜
現
在
）
に

至
る
ま
で
、
ペ
ル
オ
キ
シ
ソ
ー
ム
に
関
す
る
包
括
的
な
研
究
に
邁
進
し
て
き

た
。
ま
ず
最
初
に
、
ペ
ル
オ
キ
シ
ソ
ー
ム
欠
損
性
哺
乳
動
物
変
異
細
胞
モ
デ
ル

系
を
確
立
し
、
そ
れ
ら
の
変
異
細
胞
に
対
し
、
哺
乳
動
物
細
胞
で
は
極
め
て
困

難
と
さ
れ
て
い
た
順
行
遺
伝
学
（Forw

ard genetics

）
を
用
い
て
ペ
ル
オ
キ
シ

ソ
ー
ム
形
成
に
必
須
な
ペ
ル
オ
キ
シ
ン
遺
伝
子PEX2

（cD
N

A

）
を
は
じ
め

一
連
のPEX

遺
伝
子
ク
ロ
ー
ニ
ン
グ
に
成
功
し
た
。
つ
い
で
、Zellw

eger

症

候
群
な
ど
ペ
ル
オ
キ
シ
ソ
ー
ム
形
成
異
常
症
の
う
ち
相
補
性F

（10

）
群
の
病

因
遺
伝
子
（PEX2

）
を
世
界
で
初
め
て
単
離
、
続
い
て
多
く
の
相
補
性
群
（
遺

伝
子
型
群
）
に
分
類
さ
れ
る
本
症
に
対
し
遺
伝
子
レ
ベ
ル
で
の
解
明
に
成
功
し

た
。
こ
れ
ら
一
四
種
に
お
よ
ぶ
ペ
ル
オ
キ
シ
ン
の
ペ
ル
オ
キ
シ
ソ
ー
ム
創
成
過

程
に
お
け
る
細
胞
生
化
学
的
機
能
の
研
究
に
よ
り
、
ペ
ル
オ
キ
シ
ソ
ー
ム
の
膜

形
成
と
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
酵
素
群
輸
送
機
構
お
よ
び
分
裂
・
増
殖
の
分
子
機
構
の

解
明
、
次
い
で
哺
乳
類
ペ
キ
ソ
フ
ァ
ジ
ー（
ペ
ル
オ
キ
シ
ソ
ー
ム
の
分
解
機
構
）
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の
解
明
な
ど
、
世
界
的
競
争
の
も
と
独
創
的
研
究
成
果
を
発
信
し
て
き
た
。

細
胞
は
、
酸
化
ス
ト
レ
ス
下
で
はB

A
K

が
受
容
体V

D
A

C
2

を
介
し
て
ミ

ト
コ
ン
ド
リ
ア
に
輸
送
さ
れ
、
細
胞
死
促
進
因
子
の
一
つ
と
し
て
稼
働
さ
せ
る

こ
と
が
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
藤
木
氏
は
最
近
、
こ
のB

A
K

の
ペ
ル
オ
キ
シ

ソ
ー
ム
局
在
化
に
よ
る
ペ
ル
オ
キ
シ
ソ
ー
ム
酵
素
カ
タ
ラ
ー
ゼ
の
サ
イ
ト
ゾ
ル

へ
の
放
出
を
介
し
た
酸
化
ス
ト
レ
ス
抵
抗
性
お
よ
び
抗
細
胞
死
戦
略
を
発
見

し
、
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
つ
い
で
、
ペ
ル
オ
キ
シ
ソ
ー
ム
の
膜
透
過
装

置
構
成
因
子Pex14

の
リ
ン
酸
化
を
介
し
た
カ
タ
ラ
ー
ゼ
輸
送
・
取
込
み
の
抑

制
、
結
果
と
し
て
サ
イ
ト
ゾ
ル
局
在
性
カ
タ
ラ
ー
ゼ
の
増
大
に
よ
る
酸
化
ス
ト

レ
ス
対
処
機
構
を
実
証
し
た
。
こ
れ
と
並
行
し
て
、
ヒ
ト
遺
伝
子
の
網
羅
的

ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
解
析
法
に
よ
り
、
活
性
酸
素
種
対
処
戦
略
と
し
て
サ
イ
ト
ゾ
ル

局
在
化
カ
タ
ラ
ー
ゼ
の
重
要
性
を
確
認
し
て
い
る
。
ま
た
、
細
胞
周
期
に
お
い

て
中
期
特
異
的
なPex14

リ
ン
酸
化
に
よ
る
カ
タ
ラ
ー
ゼ
輸
送
抑
制
と
カ
タ

ラ
ー
ゼ
の
サ
イ
ト
ゾ
ル
局
在
化
の
必
須
性
も
見
出
し
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら

は
カ
タ
ラ
ー
ゼ
の
オ
ル
ガ
ネ
ラ
と
サ
イ
ト
ゾ
ル
の
両
局
在
性
を
基
軸
と
し
た
極

め
て
重
要
な
生
理
作
用
調
節
の
発
見
で
あ
り
、
カ
タ
ラ
ー
ゼ
研
究
の
パ
ラ
ダ
イ

ム
シ
フ
ト
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
藤
木
氏
は
、
ペ
ル
オ
キ
シ
ソ
ー
ム
欠
損
症
に
お
け
る
病
態
の
一
つ
小

脳
形
態
異
常
を
呈
す
る
ペ
ル
オ
キ
シ
ソ
ー
ム
欠
損
性
（Pex14

欠
損
）
マ
ウ
ス

を
確
立
し
、
脳
由
来
神
経
栄
養
因
子
（B

D
N

F

）
お
よ
び
そ
の
不
活
性
型
受
容

体TrkB
-T1

の
異
常
発
現
が
プ
ル
キ
ン
エ
細
胞
の
形
態
形
成
障
害
を
起
こ
す
こ

と
を
発
見
し
た
。
ま
た
、
ペ
ル
オ
キ
シ
ソ
ー
ム
欠
損
に
よ
る
全
カ
タ
ラ
ー
ゼ
の

サ
イ
ト
ゾ
ル
局
在
化
はN

A
D

H

や
グ
ル
タ
チ
オ
ン
等
の
還
元
性
代
謝
産
物
を

顕
著
に
増
加
さ
せ
て
サ
イ
ト
ゾ
ル
を
還
元
状
態
化
し
、B

D
N

F

の
発
現
上
昇
を

誘
導
し
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
つ
い
で
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル

Pex2

遺
伝
子－

ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
成
体
マ
ウ
ス
で
は
、
記
憶
障
害
を
呈
す
る
こ

と
も
一
昨
年
見
出
し
た
。
す
な
わ
ち
、
個
体
レ
ベ
ル
で
の
両
成
果
は
初
め
て
の

本
病
態
発
症
分
子
機
構
の
解
明
と
し
て
広
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、PEX

遺
伝
子－

ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
お
よ
び
変
異PEX

遺
伝
子－

ノ
ッ
ク
イ
ン
マ
ウ
ス

等
を
用
い
た
ペ
ル
オ
キ
シ
ソ
ー
ム
形
成
異
常
症
と
そ
の
病
態
発
症
機
構
の
解

明
、
加
え
て
遺
伝
子
翻
訳
停
止
コ
ド
ン
回
避
剤
等
を
用
い
た
治
療
へ
向
け
た
研

究
も
進
め
て
い
る
。
一
方
、
ペ
ル
オ
キ
シ
ソ
ー
ム
で
生
合
成
が
開
始
さ
れ
小
胞

体
で
完
了
す
る
エ
ー
テ
ル
リ
ン
脂
質
、
プ
ラ
ス
マ
ロ
ー
ゲ
ン
の
機
能
と
し
て
は

生
体
膜
抗
酸
化
作
用
の
ほ
か
、
脳
・
神
経
や
免
疫
な
ど
高
次
生
命
機
構
を
維
持

す
る
た
め
極
め
て
重
要
な
役
割
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
現
代
超
高
齢
化

社
会
に
お
い
て
は
、
と
く
に
加
齢
に
よ
る
脳
機
能
障
害
は
克
服
す
べ
き
喫
緊
の

重
要
な
課
題
の
一
つ
で
あ
り
、
藤
木
氏
ら
は
最
近
、
プ
ラ
ス
マ
ロ
ー
ゲ
ン
の
恒

常
性
維
持
機
構
に
関
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
研
究
も
展
開
、
重
要
な
成
果
を
発
信
し

て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
藤
木
氏
の
四
〇
年
に
わ
た
る
ペ
ル
オ
キ
シ
ソ
ー
ム
研
究
の
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一
連
の
研
究
成
果
は
、
こ
の
オ
ル
ガ
ネ
ラ
の
生
理
的
重
要
性
を
確
立
し
た
も
の

で
あ
り
、
こ
の
分
野
に
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
を
き
た
す
と
共
に
、
教
科
書
を
書

き
換
え
る
よ
う
な
卓
越
し
た
貢
献
を
し
て
き
た
。
ペ
ル
オ
キ
シ
ソ
ー
ム
を
モ
デ

ル
と
し
た
オ
ル
ガ
ネ
ラ
恒
常
性
（
オ
ル
ガ
ネ
ラ
ス
タ
シ
ス
）
と
オ
ル
ガ
ネ
ラ
欠

損
病
の
解
析
、
す
な
わ
ち
ペ
ル
オ
キ
ソ
ソ
ー
ム
の
創
成
遺
伝
子
の
大
部
分
を
同

定
し
、
そ
の
機
能
を
解
明
、
加
え
てPEX

遺
伝
子
異
常
に
よ
る
ヒ
ト
疾
患
の

病
態
生
理
を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
ら
を
通
し
て
ペ
ル
オ
キ
ソ
ソ
ー
ム
の
細
胞
お

よ
び
生
命
に
対
す
る
役
割
を
解
明
し
た
こ
と
は
国
際
的
に
大
変
高
く
評
価
さ
れ

て
お
り
、
世
界
を
牽
引
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
と
概
念
の
確
立
は
、

細
胞
生
化
学
の
み
な
ら
ず
医
学
を
含
め
他
の
研
究
領
域
に
も
大
き
な
波
及
効
果

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
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